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おやじ世代活動者インタビュー （ナルク函館はまなす）

◆活動を始めたきっかけ

→誘われて（特に、奥さんの影響が大きい）

◆おやじ世代を誘い出すコツ、仲間の増やし方
→見える化（事務所・活動内容・参加者をメンバーに）
具体的な役割を与える、「男子会」も必要
とにかく声掛け

◆おやじ世代の活躍の場へのアイデア

→防犯、健康、といった分かりやすいキーワード
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◆おやじ世代に向けた効果的な広報

→会報（例会などの情報は、早めに載せる）
映画会など、魅力的な企画の場を活用
とにかく、口コミ

◆地域活動のモチベーションを保つ仕組み

→入会したら、すぐに活躍できるようにしておく
事務所があること（事務所が居場所になる）
役割を得ることでワンチームに
（特に男性は、自発的に活動してくれるようになる）
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おやじ世代の社会参加について
（全国の事例など）
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小規模多機能自治

＆

＜概ね小学校区＞

（自ら考え、決定） （実践・実行）

・地域内のことを「自ら考え、決定し、実行」する組織。
・・・実行するのは、組織本体のこともあれば、

組織内の構成団体の場合もある。

・その結果、地域主体で公共の福祉を担っており、行政とも協働し、住み
よい地域の形成を図っている。 5



円卓会議方式

6



高齢者見守り×水道検針受託

（安心安全＋雇用確保）

雲南市鍋山地区
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空き店舗活用×交流の場＜笑んがわ市＞
（買い物支援＋生きがいの場づくり）
毎週木曜日10～14時

→ 住みよい地域づくり

雲南市中野地区
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アヨさん体操普及
→３分の簡単な体操を開発
（身体教育医学研究所うんなんと協働）

雲南市阿用地区 9



交流センターで買い物支援（はたマーケット）
→廃校を再利用。サロン併設。無料送迎。
370人規模の地域に約1000品目。黒字。

雲南市波多地区
10



おやじ世代と企業やボランティア活動の
マッチング事例
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◆趣味が入り口

→Jリーグ 清水エスパルス 他

55クラブで年39,882回の社会貢献活動。地域の企業と連携し校
庭に芝を植える活動など。休日を利用し、おやじ世代などが協力。

→清崎おやじバンド

「清崎おやじバンド」は平成２０年に郵便局ＯＢ仲間と親族を中
心に再結成され、楽器演奏と歌唱により、施設訪問等定期的なもの
を含め、年間５～６回のライブ活動を行っている。高齢者施設では
入所者が感動して涙を流すこともあり、大歓迎を受け活動が続いて
いる。中日新聞で活動内容が紹介され、問い合わせや演奏の依頼も
増えてきた。
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◆講座や研修が入り口

→近江八幡おやじ連

男の居場所講座の受講者を中心に広くボランティア活動等に関心
のある市民により、平成19年4月1日設立。仲間とともに地域のボ
ランティア活動を実施し、地域福祉の推進に貢献しており、退職後
も生きがいを持ってキラリと輝く男性の社会参加のお手本として活
動を継続されています。
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◆同じ職場の退職者で

→ささやま郵友会

郵便局を退職した人たちが、郵便局支援を
目的に「篠山郵便局事業協力会」（ささやま
郵友会）を組成しているが、単に、郵便局支
援に止まらず、地域に貢献することも団体の
設立目的に合致することから始めたものであ
り、平成１７年から、「篠山ABCマラソン大
会及び全国車いすマラソン大会」に競技役員
及び競技スタッフとして大会を支えている。
また、この団体は、地域貢献だけでなく、
「日本ユネスコ協会連盟世界寺子屋運動」に
も参画し、平成２６年から出来る範囲で海外
支援の取り組みを行っている。
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◆地域をNPO法人化することで

→NPO法人きらりよしじまネットワーク

形骸化した地域活動（町会、防犯活動、福
祉活動等）を集約し、NPO法人化。事業計
画や会計を一元化することで、スピード感が
ある課題解決に向けた活動と、担い手育成を
可能に。
地域づくりに経営の視点と知識を入れるこ

とで、資金を獲得し将来ビジョンを住民でつ
くることができるようになった。地域の人材
と資源を集約し、学び合いを繰り返している。
このような手法が、中高年男性の共感を得、
参加度合いを急激に高めた。

山形県川西町吉島地区

約2,400人（720戸）
全住民がNPO法人メンバー
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男性が地域の活動に参加していくための７か条とそれを支えるカギ

1.男性の活動には、社会的意義が必要 → 生産性と役割

2.男性の活動は形から入る → かっこいいことが重要

3.男性の活動は、しゃべらなくてできることがあることが大切

4.男性の活動は、縦社会でない しがらみのないことが大切

5.そもそも男と女は違う
違いを認めてほしい男は目的のために集まる

6.広報の方法が大切
そもそも新聞は読んでも回覧板は見ない

7.学習から入ることも大切
→ その陰には褒め上手の女性の力がカギ

さわやか福祉財団主催「いきがい・助け合いサミットin大阪第44分科会」の報告より 16


